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待ちこがれていた 2002 年 6 月のＷ杯(ワールドカップ)が終わりました。非日常の時間が私たちの日常に入り

込み、不思議な 1 ヶ月を過ごしたような気がする･･･。そんな 1 ヶ月、競技場はさまざまな顔を見せてくれまし

た。今までにない雰囲気をかもし出し、じっくりと構えて、私たちの活動、いや、全世界の注目を受け止めてい

たことでしょう。そんな競技場の試合日以外の様子を日記形式に再現してみました。 

<6 月 4 日> Ｗ杯は始まっているというのに競技場は静か。今日は日本の初戦。パブリックビューイングが行わ

れるとはいえ、まだいつもの競技場。ただ、柵で閉鎖され、ADカードなしでは入れなくなった。 

<6 月 8 日> 明日は日本の第 2 戦。私たちの初戦。とはいえ、朝の競技場はまだ

眠っているように静か。明日の決戦に備えているのか？私たちの胸の高まりとは

違い、どっしりと構えている。 

<6月 10日> 競技場周辺は、昨日のように草の根を分け入るような警官の姿はな

く、華やかさも消え、静かな緑の村に戻っていた。ここかしこに道路照明器具が

眩しく光を反射し、道路に点在する吸殻が長蛇の列の痕跡を残していた。横浜の

初戦は最高潮のＷ杯を演じた。明日以降、あれほどの雰囲気は作れるのか･･･。 

<6 月 14 日> 曇り空にもピッチの緑の鮮やかさは衰えない。昨日まで会場を埋め尽くした 7 万人の揺れる光景、

怒涛の如く空気を揺るがす叫びが繰り広げられた競技場は、パブリックビューイングの会場となっていた。青に

染まった観衆からは天を突く歓声が響きわたった。日本決勝トーナメント進出。競技場もホッとしているように

思えた。 

<6月 23日> つきつ離れつで夫婦のようなアヒルとカルガモ、鶴見川の風物詩の2羽は相変わらず仲の良い姿を

見せている。日韓の姿が重なる･･･Ｗ杯を通じて少しは近づいた姿に見える。Ｗ杯も残り1週間。すでに活動を終

了した都市もある。決勝戦へむけてＷ杯の熱震は大きなうねりとなって横浜へ押し寄せようとしている。だが、

競技場は静かに眠っている。訪れる人もいない。平和である。しかしこの静寂も

１週間後は歓喜のるつぼに飲み込まれてしまうであろう。 

<6月 28日> 眠っていた競技場は目を覚ました。撤去されていたE広場のテント

が建ち、警官もはるばる長崎・佐賀・福岡・岐阜などから駆けつけ地理の確認中。

白バイとVIP車は道路を行ったり来たり。道路誘導員も実地訓練。競技場も活気

付いてきた。 

<7月 4日> 今日からADカード無しで入れるようになり、競技場の復旧工事は急

ピッチで進められている。街も競技場周辺からＷ杯の痕跡が一掃され、つい５日前に世界に感動を与えた舞台だ

ったとは信じられない。 

<7月 9日> ムクゲの花が一気に咲き揃った。競技場の32ケ国の国旗が降ろされ、Ｗ杯の終了を告げた。しかし、

競技場から発信されたＷ杯の熱気は人々の心に残り、いつまでも語り継げられることだろう。日常に戻った競技

場は、横浜のために、日本のために、いや、世界のために活躍していく。その存在意義、大切にしたい。 

                                      （佐藤大治・宮川弘恵） 
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        Ｗ杯の感動を横浜のスポーツ文化の発展へつなげよう！  
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